
中間前払金の対象条件 

中間前払金の対象となる工事については、次の全ての用件を満たすものとする。ただし、中間

前払金の請求前に、請負代金額の全部又は一部について、代理受領又は債権譲渡をしている場合

は、中間前払金の対象としないものとする。 

（１）１件の請負代金額が５０万円以上で、かつ、工期が９０日を越える工事であること。 

（２）既に前払金を支出している工事であること。 

（３）中間前払金に関し、公共工事の前払金保証事業に関する保証事業会社の保証が行われてい

ること。 

（４）工期（債務負担行為分については、当該会計年度の工事実施期間）の２分の１を経過して

いること。 

（５）工程表により工期（債務負担行為分については、当該会計年度の工事実施期間）の２分の

１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る作業が行われていること。 

（６）既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額（債務負担行為分については、

当該会計年度の出来高予定額）の２分の１以上の額に相当するものであること。 

中間前金払手続の流れ 

発注者
（熊本市水道局）

受注者
（建設業者）

保証会社

①認定の請求
（認定請求書、履行報
　告書の提出）

②要件の審査→認定調
　書の交付(７日以内)
※書面審査､工事履行報
　告書、工程表等によ
　り確認

③保証申込

④保証証書発行

⑤中間前払金の請求
（請求書、保証証書
　(正・副)の提出）

⑥中間前払金の支払
（認定調書(写)、請求
　書、保証証書(正・
副)、14日以内）

 


